
 

2026 FJ Race report 
  

FJ1500/S-FJオートポリス選手権シリーズ 

GOLD CUP RACE Round.1
２０２6 年 4 月 5 日  天候：晴れ  参加 FJ1500/8 台、S-FJ/6 台 

テキスト:はた☆なおゆき 

 

日本独自のエントリーフォーミュラである『FJ』は、2026年より第３章を迎える。FJ1600として1980

年にスタートし、2007 年からスーパーFJ が、そして新たに FJ1500 がコンセプトを受け継ぐこととな

った。 

より安全性を高め、より実戦的に。ドライバーの頭部保護デバイスである第３ロールバーを装備し、車体

前後のクラッシャブルストラクチャーを強化。ホイール脱落を防ぐテザーワイヤーが備えられた。そして現

代のフォーミュラには当たり前となったパドルシフトに改め、最低地上高も下げられて、運動性も向上さ

せている。また、スーパーFJ に搭載されていたエンジンも生産中止から久しく、パーツ確保が困難になり

つつあることから、新エンジンに改められている。 

すでに「鈴鹿・岡山シリーズ」、「もてぎ・菅生シリーズ」、「筑波・富士シリーズ」が第１戦を終えており、「オ

ートポリスシリーズ」も遅れてスタート。それでも FJ1500 は 8 台もの参加を集めることとなった。 

こうして FJ1500 地方選手権の全 4 シリーズが開幕を迎えたことになる。 

 

オートポリスシリーズは従来どおり全５戦の開催を予定し、いずれもスーパーFJ との混走となる。なお、

移行期間として 2028 年まで 3 年間は、両クラスに JAF 地方選手権がかけられる。 

FJ1500 のエントリーが8 台となり、スーパーFJ の6 台を超えたのは少々意外な感もあった。このあた

りは地元エントラントの新しいことにトライしてみたいという、意識の高さを感じずにはいられない。 



公式予選 

日曜日には予報どおり天気は前日より一転し、ほぼドライコンディションとなって、全車がドライタイヤを

装着して予選に挑んだものの、それまでの他レースの予選でコースアウトが相次いだこと、さらに土曜日

の雨で土も流れ、路面状態も変えていた様子。 

そんな状況の中、計測１周目からあと一歩で２分切りとなるタイムで、トップで戻ってきたのが#22 酒井

選手だ。計測２周目には１分 58 秒 642、次の周には 1 分 57 秒 817 にまで縮めてきたが……。 

計測２周目には 1 分 58 秒 840、計測３周目には 1 分 58 秒 103 と、#22 酒井選手に準じていた

#56 永原蒼翔選手（ピットワークながはら/MYST）が、計測４周目に 1 分 57 秒 417 をマークしてトッ

プに浮上。その後の周回は、ともにタイム短縮ならなかったこともあり、#56 永原選手がポールポジショ

ンを獲得する。3 番手は計測６周目に 1 分 57 秒 911 を記録した、#55 田﨑脩馬選手（MYST 制動屋

KK-F）。すでに鈴鹿、もてぎで FJ1500 を経験済で、地元熊本出身のドライバーながら、オートポリスで

は初レースとなる。4 番手につけたのは、スーパーFJ の#75 坂本秀平選手（UI オートサービス

/ORM/C.O.B）で、1分58秒972をマーク。昨年はランキング３位で、#22酒井選手や#56永原選

手が FJ1500 に移ったからには、もう絶対に負けられない立場ではある。 

同じくスーパーFJで6番手につけたのは、#11岸風児選手（ドッグライフプランナーズ・タツミKK-SII）

だ。昨年は FIA-F4、F110 CUP を戦っていたドライバーとあって、実質ステップダウンではあるもの

の、再出発を誓ってのシリーズ参戦となる。2 分０0 秒 146 は、#75 坂本選手に 1 秒以上離されては

いるものの、どこまで食らいついていけるのか注目される。そして、同クラスの 3 番手には#13 佐藤修

平選手（株式会社あおい空調 COB タツミ）がつけていた。 

 

ポールポジション：#56 永原蒼翔選手（ピットワークながはら/MYST） 

「自分は路面の濡れているところを確かめながら走って、内圧をしっかり温めて

いこうって形で走っていって、一発に賭けたって感じです。なので、狙いどおりで

した。今年はオートポリスでタイトルを獲って、あとはスーパー耐久の方にも力を

注ごうかって考えですね。決勝はとりあえず、逃げ切って勝ちたいですね、その一

心です！」 

 

予選 2 番手：#22 酒井翔太選手（ファーストガレージ） 

「今週のドライで、いちばん温度が低かったのに、アタック早めにしすぎて、自分が

出すタイミングを誤ってしまいました。路面は濡れてはいないですけど、土が出て

いたりして、あんまり路面の条件は良くなかったですね。決勝はスタートに自信が

あるので、スタートで前に出て、たぶん序盤のペースは僕の方があるので、そこは

しっかり自信持っていきたいと思います。はい、1 年前とは違ってスタートも成長

しましたね（笑）」 

 

予選 3 番手：#55 田﨑脩馬選手（MYST 制動屋 KK-F） 

「練習までは良かったんですけど、今ちょっと、昨日、雨降って路面も変わって、車

のセットをうまくできなかったところがあって、そこがちょっと悔しかったです。地

元ですが、オートポリスでレースするのは初めてなんですよ。経験のある、前のふ

たりにどこまで食らいついていけるか、頑張ります」 

 



予選 4 番手／スーパーFJ トップ：#75 坂本秀平選手（UI サービス/ORM/C.O.B） 

「思ったよりも路面が良くなかったですね。けっこう滑りやすい状況で、運転すること

自体は、すごく難しかったです。濡れてはいなかったんですが、埃なのか砂なのか、

すごく滑りやすいんで、特にセクター3、ツイスティなコーナーは滑りやすかったで

す。勝ちたいのは間違いないです（笑）。FJ1500 とはタイム差が大きいので、その後

ろ姿をなるべく長く見渡せればいいですね。ひとまず今回、クラスの中で優勝したい

です。スーパーFJ で 1 年間、戦って、日本一も今年は出たいと思っています」 

 

予選 6 番手／スーパーFJ2 番手：#11 岸風児選手（ドッグライフプランナーズ・タツ

ミ KK-SII） 

「やっぱりセクター2 の回し込み方が、ちょっと足りないですね。だけど、学習できる

ことは学習して、決勝はグリッドの前に 1 台、坂本選手がいるので、学ぶところ学ん

で、ワンチャンスあればいいけど、このタイム差だとないかな！ でも、頑張ります」 

 

予選8番手／スーパーFJ3番手：#13佐藤修平選手（株式会社あおい空調COBタ

ツミ） 

「ちょっとタイム出すのに、前半手こずってしまいました。後半やっと落ち着いてドライ

ブしたところで、タイム出て良かったです。昨日の雨で路面も変わって、最初は様子を

見ながら走ろうと思っていました。決勝は、今の順位をスタートでキープできれば、と

思っております」 

 

決勝 

決勝レースは 10 周での争い。予選は薄い雲を上空に浮かべていたが、もう青空が広がるようになり、路

面は完全にドライコンディションとなっていた。さて、注目のスタートだが、誰より鋭く飛び出したのは、2

番手の#56 永原選手だった。１コーナーへのホールショットを決め、#22 酒井選手を従える。一方、

#55 田﨑選手が出遅れ、3 番手に躍り出たのはスーパーFJ の#75 坂本選手で、4 番手には#48 村

上太晟選手（ファーストガレージ BLAU KK-F）がつけ、２ポジションアップ。#55田崎選手は5番手で、

#11 岸選手、#13 佐藤選手がその後に続く。 

1周目を終えた時点で、トップ#56永

原選手と#22 酒井選手の差は、わず

かコンマ 4 秒。#56 永原選手の走り

を背後から冷静に見つめていた#22

酒井選手は、早々と勝負をかけて１コ

ーナーでオーバーテイクを試みる。こ

こでは抜ききれなかったものの、３コ

ーナーで完全に前に。3 周目を終える

と、#22 酒井選手のリードは 1 秒に

も広がっていた。 

そして、#56 永原選手には無情の宣告が。スタート手順違反があり、10 秒のタイムペナルティが告げら

れたのだ。同様のペナルティが 5 番手を走る#55 田崎選手にも。#22 酒井選手からは離されていた



が、スーパーFJ の#75 坂本選手はもとより、同じ FJ1500 の#48 村上選手とは、この段階で 5 秒も

の差があった。そのままであれば、タイムペナルティを課せられても 2 番手はキープできそうだったのだ

が。 

#56 永原選手に対する無情の宣告がもうひとつ。100R でスピンして止まった車両を回収するため、セ

ーフティカーが導入されてしまったのだ。隊列が築かれてしまい、後ろとの差も詰まることに。先導は３

周に及び、リスタートに賭けるも、#22 酒井選手は逆転を許してくれず。 

最後は 1 秒 7 の差をつけ、#22 酒井選手がトップでチェッカーを受け、続いて#56 永原選手がゴール

する。さて、FJ1500 で次に来るドライバーとの差はいかに？ 

3 番手に躍り出ていたのは、８周目に#48 村上選手を抜いていた#55 田﨑選手だったが、タイムペナ

ルティで降格は免れず。すると、#48 村上選手との差は……。8 秒で、#56 永原選手は３位で、#48

村上選手とポジションを入れ替える格好となった。 

一方、スーパーFJ では#75 坂本選手が終始トップを

守り、嬉しい初優勝を飾る。最後のストレ―トで#55

田﨑選手に迫られた格好ではあったが、辛くも逃げ切

りを果たしていた。 

スーパーFJ の２位争いも熾烈を極め、#11 岸選手、

#13 佐藤選手、そして#31 古賀徳吉選手（CS ふくだ

★碑文谷薬局★若狭建設 COB）による三つ巴となっ

ていた。４周目の第１ヘアピンで、まず#31 古賀選手が

3 番手に浮上。リスタート後の#13 佐藤選手のペースが上がらず、順位を落としてしまうも、#11 岸選

手に#31 古賀選手がなおも食らいついて離れない。ゴール時の両者の差は、わずかコンマ 3 秒だった。 

 

 

FJ1500 の表彰式、左から 2 位/村上選手、優勝/酒井選手、3 位/永原選手 

優勝：#22 酒井翔太選手（ファーストガレージ） 

「スタートは僕がミスったというより、蒼翔選手がめちゃくちゃ決まっていて、『やばい、ちょっと置いてい

かれたな』っていうところはあったんですが、蒼翔選手が１周目、すごくブレーキがロックしていて。それ

で２周目、仕掛けられるかなと思ったら、１コーナーでロックして、ちょっとオーバーラン気味になったの

で、そこはチャンスかなと思ったら、案の定うまく抜けたので、良かったと思います。 FJ1500 では初優



勝、3 月の鈴鹿では悔しい思いをしちゃったので、とりあえずまず１勝、勝つことができて良かったです。

車もちょっとずつですけど、だいぶ戦えるようにはなってきたと思います。今年は出られるところは出る

という感じなんです」 

 

 

スーパーFJ の表彰式、左から 2 位/岸選手、優勝/坂本選手、3 位/古賀選手 

2 位／スーパーFJ 優勝：#75 坂本秀平選手（UI サービス/ORM/C.O.B） 

「最後、かなり迫られていたんですけど、バクバクでした。ただ、抑えきれて楽しかったです。初優勝、長か

ったぁ〜。スポットでは一昨年から出ていたので３年目で、開幕で勝ちたかったんで、良かったです。チャ

ンピオン目指して、頑張っていきます！」 

 

3 位／FJ1500 2 位：#48 村上太晟選手（ファーストガレージ BLAU KK-F） 

「オートポリスって、すごくタイヤに厳しいサーキットで、最後の方はフロントタイヤが逃げていっていたん

で、そのタイヤマネージメントを、今回すごく学べたと思います」 

 

4 位／FJ1500 3 位： #56 永原蒼翔選手（ピットワークながはら/MYST) 

「ギヤを入れたところで、少し動いちゃったという自覚はあったんですが、すぐに止めたんですけどね。あ

のタイミングじゃ、もうダメなんですか。うまいことスタートで前に出られたんですけど、翔太くんとは速

いところ、遅いところが違っていて、抜かれてしまいました。次は勝ちます、今年はチャンピオン獲りま

す！」 

 

5 位／スーパーFJ2 位：岸風児選手（ドッグライフプランナーズ・タツミ KK-SII） 

「スタートだけしかいいところなかったんですね、今回は。ちょっと離されちゃいましたね、シフトミスとか

あったりして。こないだまでパドルシフトしか乗っていないので。すごく楽しかったですけど、ミスが多か

ったので、また次回もオートポリス出るつもりなので、頑張ります」 

 

 

 



 

ジェントルマンクラスの表彰式、左から 2 位/大隈選手、1 位/古賀選手、3 位/JUN 選手 

６位／スーパーFJ3 位／ジェントルマンクラス１位：#31 古賀徳吉選手（CS ふくだ★碑文谷薬局★若狭

建設 COB） 

「バトルは楽しかったです。抜いたのは、まず１コーナーで抜いて、2 台目はストレートで抜いたんだった

かな。2 台抜いて、このポジションに上がりました。追いついていたんで、なんとか食らいついていきた

いと。途中、セーフティカー出なかったらねぇ！ 実は MINE で 30 年ぐらい前にも FJ やっていて、戻

ってきてやっと表彰台に立てました」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


